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3.3. その他 
ソフトウェア情報学部および研究科の基本理念である実学・実践の教育および研究という観点から、研究のため
の研究開発ではなく、社会で困っている課題を解決する研究開発を行う。研究開発対象は、課題を解決するための
新規技術や新規コンセプトに基づく情報システムとする。研究手法としては、シミュレーションではなく、実験を
重視する。具体的な装置や情報システムを開発し、それを用いて定性的評価だけでなく、出来る限り定量評価を行
う。 
学生には、世の中に無い全く新しい技術やシステム、サービスを作り出すわくわく感とそれを利用した人が喜ん
でくれた時の幸福感や満足感を知って欲しい。また、常に問題意識を持って、取り組むことを願っている。 
 
 
 
  
